
令和４年５月（１）第 651 号 足 立 史 談

周
辺
）
の
旅
籠
「
美
濃
徳
」
で
し
た
。

　

「
美
濃
徳
」
の
周
辺
は
旅
籠
が
集
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
現
在
の
京
阪
三
条
駅
あ
た

り
で
す
（
上
掲
写
真
）
。
健
次
郎
と
翠
渓
は
、

こ
こ
を
拠
点
と
し
て
和
独
辞
書
の
校
訂
者

と
な
る
ド
イ
ツ
人
を
探
し
ま
し
た
※
２
。

　

探
し
当
て
た
の
は
明
治
３
年
（
１
８
７ 

０
）
か
ら
京
都
府
に
招
か
れ
欧
学
社
独
逸

学
校
で
ド
イ
ツ
語
教
育
者
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
ル
ド
ル
フ
・
レ
ー
マ
ン
（
１
８
４
２

～
１
９
１
４
）
で
し
た
。
レ
ー
マ
ン
は
「
ド

イ
ツ
語
教
育
の
始
祖
」
と
称
さ
れ
る
ほ
か
、

現
在
の
京
都
薬
科
大
学
（
京
都
市
山
科
区

御
陵
中
内
町
）
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
と

し
て
顕
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１　

日
本
史
上
初
の
辞
書
発
行

　

史
上
初
の
和
独
辞
書
は
、
足
立
の
人
、

日
比
谷
健
次
郎
と
、
現
三
郷
市
の
健
次
郎

の
義
父
、
加
藤
翠
渓
（
す
い
け
い
）
が
発

行
人
で
す
。
辞
書
の
名
前
は
『
和
獨
対
譯

字
林
』
（
わ
ど
く
た
い
や
く
じ
り
ん
・
日
比

谷
家
蔵
。
下
写

真

）
、

明

治

10

年
（
１
８
７
７
）

の
出
版
で
、
先

行
研
究
に
よ
っ

て
、
日
本
初
の

和
独
辞
書
と
し

て
評
価
さ
れ
て

い

ま

す

※

１
。

健
次
郎
は
戊
辰

戦
争
か
ら
間
も 

な
い
明
治
７
年

（
１
８
７
４
）
に

妻
の
順
（
晁
と

も
）
と
和
独
辞

書
の
発
行
準
備

を
は
じ
め
ま
し

た
。
何
も
か
も

初
め
て
の
こ
と
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
ま
す
。
難
関
の
一
つ
が

ド
イ
ツ
語
の
校
訂
者
を
見
つ
け
る
こ
と
で

し
た
。

　

明
治
７
年
７
月
、
健
次
郎
は
西
洋
文
化

の
拠
点
、
京
都
へ
、
翠
渓
と
旅
立
ち
ま
す
。

そ
の
と
き
、
滞
在
し
た
の
が
、
京
都
三
条

橋
東
詰
め
（
現
京
都
市
東
山
区
大
橋
町
と
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令和４年５月 足 立 史 談

　
　

府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
他
の
文
献
調 

　
　

査
を
実
施
。
別
号
で
ご
紹
介
予
定
。 

　
　
　
　
　
　
　
　 
（
学
芸
員 

多
田
文
夫
）

　
　

学
論
叢
』
９
１
）
ほ
か
。

　

※
２　

旅
籠
「
美
濃
徳
」
の
所
在
地
調 

　
　

査
は
日
比
谷
二
朗
氏
が
京
都
で
京
都 

　
２　

日
比
谷
順
の
手
紙

　

日
比
谷
家
文
書
の
中
に
は
、
辞
書
の
校

訂
者
探
し
の
た
め
健
次
郎
と
翠
渓
が
、
明

治
７
年
に
京
都
へ
向
か
っ
た
と
き
、
小
右

衛
門
新
田
の
屋
敷
に
い
た
健
次
郎
の
妻
、

順
が
送
っ
た
手
紙
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
が
上
の
写
真
で
す
。
日
付
は
七

月
二
十
五
日
で
、
あ
て
先
は
左
端
の
「
西

京
三
条
橋　

日
比
谷
旦
那
様
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
「
西
京
」
は
現
在
の
西
京
区
で
は

な
く
、
当
時
、
江
戸
が
東
京
と
な
っ
た
と

き
、
京
都
を
「
西
京
」
（
さ
い
き
ょ
う
）
と

表
現
し
た
文
言
で
す
。
健
次
郎
と
翠
渓
が
、

６
月
２
６
日
に
横
浜
か
ら
船
で
神
戸
に
向

か
い
、
６
月
中
に
京
都
へ
入
っ
た
こ
と
や
、

７
月
１
日
か
ら
の
祇
園
祭
は
「
賑
や
か
で

し
ょ
う
」
と
い
っ
た
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

尚
々
書
（
な
お
な
お
が
き
。
現
在
の
追

伸
に
近
い
記
述
部
分
の
こ
と
）
が
右
端
に

あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で

　

「
西
洋
人
の
校
訂
者
と
取
り
決
め
が
結
べ 

　

た
こ
と
、
ま
こ
と
に
、
ま
こ
と
に
め
で 

　

た
く
、
大
悦
に
存
じ
ま
す
。
か
つ
、
お 

　

入
り
用
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご 

　

連
絡
く
だ
さ
い
」

　

と
校
訂
者
が
決
ま
っ
た
こ
と
を
喜
ん
で

い
ま
す
。
レ
ー
マ
ン
に
た
ど
り
つ
く
ま
で

は
、
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
こ
と
が
別
の
手

紙
で
読
み
取
れ
ま
す
。　

（
以
下
次
号
）

【
補
注
】

　

※
１　

木
村
一
・
大
野
寿
子
「
明
治
初 

　
　

期
の
独
和
辞
書
と
和
独
辞
書
」
（
『
文 

第 651 号（２）

　

足
立
区
出
身
の
作
家
、
江
戸
歴
史
家

と
し
て
活
躍
し
、
お
江
戸
系
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
と
し
て
も
知
ら
れ
る
堀
口
茉

純
さ
ん
の
足
立
区
の
歴
史
を
テ
ー
マ
と

し
た
動
画
配
信
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま

す
。
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
ご
覧
に
な
っ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ご
自
身
の
出
身
地
、
足
立

区
の
歴
史
と
文
化
を
扱
っ
た
番
組
を
配

信
中
で
す
。
【
検
索 

��
「
ほ
ー
り
ー
と
お

江
戸
、
い
い
ね
！
」
】

【
堀
口
さ
ん
の
主
な
著
書
】

『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
１
５ 

～
徳
川
将
軍

１
５
人
の
歴
史
が
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
に
わ
か
る

本
～
』
（
２
０
１
１
年
、
草
思
社
）　

／　

『
Ｅ
Ｄ
Ｏ
‐
１
０
０ 

フ
カ
ヨ
ミ
！
『
広
重

名
所
江
戸
百
景
』
』 （
２
０
１
３
年
、
小
学

館
）　

／　

『
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｍ

Ｉ　

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｔ
Ｉ 

新
選
組
グ
ラ

フ
ィ
テ
ィ
１
８
３
４
‐
１
８
６
８
』
（
実

業
之
日
本
社
、２
０
１
５
年
）
ほ
か
多
数
。

堀口茉純さんの YouTube チャンネルのチラ

シ。江戸の歴史をさまざまな切り口で紹介。

再生数数十万回のコンテンツもあるインフル

エンサーです。

明
治
７
年
７
月
25
日 

日
比
谷
順
の
手
紙

ネ
ッ
ト
関
係
の
足
立
区
郷
土
史
情
報

ネ
ッ
ト
関
係
の
足
立
区
郷
土
史
情
報

〝
ほ
ー
り
ー
と
お
江
戸
、
い
い
ね
！
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
〟
の
ご
紹
介

〝
ほ
ー
り
ー
と
お
江
戸
、
い
い
ね
！
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
〟
の
ご
紹
介



令和４年５月足 立 史 談

■
村
に
跨
る
庚
申
塔　

こ
の
う
ち
、
③
の

庚
申
塔
に
注
目
し
た
の
が
瀧
善
成
氏
で

あ
っ
た
。

　

同
塔
の
両
側
面
の
銘
文
か
ら
造
立

に
、
掃
部
宿
・
千
住
宿
壱
町
目
・
同
二

町
目
・
同
三
町
目
・
同
四
町
目
・
同
五

町
目
の
大
師
講
、
屋
（
谷
）

中
村
、
五
兵
衛
新

田
、
伊
藤
谷
村
、
加
兵
衛
新
田
、
蒲
原

村　

北
山
谷
村
、
弥
五
郎
新
田
、
六
木
新

田
、
佐
野
新
田
、
普
賢
寺
村
、
大
谷
田

村
、
長
右
衛
門
新
田
と
い
う
広
範
囲
の

地
が
わ
か
っ
て
い
る
。
【
図
１　

庚
申
塔
の

旧
所
在
地
】
参
照
。
①
は
足
立
三
郵
便
局

（
足
立
三
―
一
八
―
一
六
）
の
所
か
ら
、
②

は
水
戸
街
道
と
東
掃
部
宿
堀
（
千
住
堀
の

分
流
）
が
交
差
す
る
庚
申
橋
の
た
も
と
（
現

千
住
五
丁
目
）
か
ら
、
③
は
現
在
、
荒
川

放
水
路
中
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
六
道
の
辻

か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
藤
田
正
二

「
庚
申
塔
」
本
誌
三
七
号
、
鴨
下
喜
助
「
旧

綾
瀬
村
を
訪
ね
て
」
本
誌
五
一
号
、
『
足
立

風
土
記
稿
』
地
区
編
六　

綾
瀬
参
照
）
。

る
。
左
よ
り
文
久
二
年
（
一
八
六
二
、
「
庚

申
塔
①
」
）
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
、
以

下
「
庚
申
塔
②
」
）
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
、

以
下
「
庚
申
塔
③
」
）
に
造
立
さ
れ
た
庚
申

塔
で
あ
る
。

■
集
め
ら
れ
た
庚
申
塔　

三
基
の
庚
申
塔

は
三
十
番
神
社
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
。
こ
れ
ら
は
三
十
番
神
社
近
辺
か
ら

集
め
ら
れ
た
庚
申
塔
な
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
三
基
の
庚
申
塔

は
い
ず
れ
も
旧
在

　

足
立
二
―
二
―
八
所
在
の
三
十
番
神
七

面
大
明
神
社
（
以
下
「
三
十
番
神
社
」
と

表
記
）
に
は
三
基
の
庚
申
塔
が
並
ん
で
い

（３）第 651 号

【写真１】三十番神七面大明神社境内の庚申塔全景　左から①　②　③

【図１】庚申塔の旧所在地

　　　（『足立風土記稿　地区編六　綾瀬』より転載加筆）

集
め
ら
れ
た
庚
申
塔

   
︱ 
庚
申
塔
の
旧
在
地 
︱

　
　
　
　   
関
口
　
崇
史



令和４年５月 第 651 号（４）足 立 史 談

ん
な
地
域
で
あ
り
、
数
多
く
の
庚
申
塔
が

現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
道

標
を
兼
ね
る
庚
申
塔
、
複
数
の
「
庚
申
橋
」

と
そ
の
た
も
と
の
庚
申
塔
は
、
庚
申
信
仰

と
道
・
橋
と
の
結
び
つ
き
が
う
か
が
え
、

こ
の
意
識
が
広
範
囲
の
村
々
を
結
び
つ
け
、

③
の
庚
申
塔
の
造
立
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

■
記
録
さ
れ
た
「
記
憶
」　

近
代
以
降
の
開

発
、
区
画
整
理
の
た
め
造
立
地
か
ら
移
さ
れ

て
し
ま
っ
た
庚
申
塔
は
少
な
く
な
い
。
庚
申

塔
の
造
立
地
に
は
、
そ
こ
に
造
立
す
る
理
由

が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
場
所
が
不
明

な
の
は
庚
申
信
仰
の
理
解
を
妨
げ
て
し
ま
う

要
因
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
幸
運
な
こ
と
に
、

三
十
番
神
社
の
庚
申
塔
の
場
合
、
藤
田
・
鴨

下
両
氏
が
そ
の
旧
在
地
に
関
す
る
情
報
を
個

人
の
記
憶
に
留
め
ず
、
足
立
史
談
に
記
録
と

し
て
遺
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
造
立
地
を
踏

ま
え
た
今
回
の
考
察
を
可
能
と
し
て
く
れ
た

の
で
あ
る
。　   

（
足
立
区
文
化
財
調
査
員
）

だ
が
、
こ
れ
だ
け
の
村
々
に
呼
び
か
け
る

こ
と
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
地
域
の
有
力

者
と
の
推
定
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

③
の
三
年
前
の
享
保
七
年
に
造
立
さ
れ
た

②
の
庚
申
塔
は
、
同
行
二
二
人
に
よ
っ
て

造
立
さ
れ
、
そ
の
中
心
人
物
が
三
右
衛
門

と
喜
左
衞
門
で
あ
っ
た
。

　

庚
申
塔
②
は
、
も
と
は
水
戸
街
道
に
架

る
庚
申
橋
の
た
も
と
に
あ
っ
た
も
の
で
、

こ
ち
ら
も
道
（
橋
）
に
ゆ
か
り
あ
る
庚
申

塔
で
あ
っ
た
。
六
道
の
辻
と
庚
申
橋
の
地

理
関
係
と
造
立
時
期
か
ら
②
③
の
三
右
衛

門
は
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。
三
右
衛
門

の
庚
申
塔
造
立
に
道
（
橋
）
が
強
く
意
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し

て
、
③
の
庚
申
塔
に
つ
い
て
瀧
氏
が
本
来

の
庚
申
信
仰
を
離
れ
、
よ
り
「
現
実
的
な

意
図
を
考
え
る
の
は
冒
涜
で
あ
ろ
う
か
」

（
瀧
氏
前
掲
書
）
と
指
摘
さ
れ
た
の
も
首
肯

で
き
よ
う
。

　

足
立
区
は
江
戸
時
代
、
庚
申
信
仰
が
盛

千
住
堀
の
分
流
が
東
南
に
走
り
、「
六
道
橋
」

が
架
っ
て
い
た
。
こ
の
分
流
が
水
戸
街
道

を
く
ぐ
る
所
に
」
③
の
庚
申
塔
が
あ
っ
た
、

そ
し
て
、
そ
の
周
辺
が
祖
父
の
所
有
地
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
鴨
下
家
の
地
守
り
」

で
あ
る
三
十
番
神
社
の
境
内
に
移
設
さ
れ

た
の
だ
と
い
う
（
鴨
下
氏
前
掲
書
）
。

　

こ
れ
ら
の
村
々
は
、
六
道
の
辻
で
交
わ

る
下
妻
街
道
、
水
戸
街
道
、
伊
藤
谷
道
に

連
な
る
村
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
村
を
結
ぶ
」

庚
申
塔
な
の
で
あ
る
。

■
願
主　

三
右
衛
門　

そ
れ
で
は
、
こ
の

数
多
く
の
村
々
を
一
つ
の
庚
申
塔
に
結
び

付
け
た
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
同
塔
の
銘

文
は
摩
滅
し
て
い
る
部
分
も
多
い
た
め
全

て
を
判
読
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

前
述
の
掃
部
宿
及
び
千
住
宿
全
域
の
大
師

講
や
念
仏
講
、
同
行
約
三
〇
名
の
関
与
が

確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
唯
一
の
個
人
名

が
「
願
主　

三
右
衛
門
」
で
あ
る
。
現
時

点
で
三
右
衛
門
の
出
自
に
つ
い
て
は
不
明

村
々
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ

た
瀧
氏
は
「
他
の
庚
申
塔
造
立
の
諸
講
と

ち
が
っ
た
目
的
構
成
が
推
考
さ
れ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
」
（
「
本
区
庚
申
関
係
石

造
物
の
調
査
」
（
下
）
『
足
立
区
文
化
財
調

査
報
告
書
』
№
７
、
一
九
七
三
年
）
と
一
般

的
な
延
命
信
仰
に
基
づ
く
庚
申
塔
造
立
と

は
異
な
る
目
的
の
存
在
を
想
定
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

■
庚
申
塔
と
道　

③
の
庚
申
塔
造
立
に
関

与
し
た
村
々
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
解
く
鍵
が
本
来

の
所
在
地
で
あ
る
六
道
の
辻
で
あ
る
。

　

鴨
下
喜
助
氏
に
よ
れ
ば
、
荒
川
放
水
路

中
の
六
道
の
辻
は
、
旧
綾
瀬
村
弥
五
郎
新

田
に
位
置
し
、
「
同
地
域
の
東
南
に
は
水
戸

街
道
が
あ
り
、
さ
ら
に
千
住
大
橋
か
ら
北

に
伸
び
る
奥
州
街
道
・
日
光
街
道
・
下
妻

街
道
な
ど
が
縦
横
に
走
っ
て
」
お
り
、
「
こ

れ
ら
の
表
街
道
・
裏
街
道
が
走
る
地
点
を
、

俗
に
「
六
道
の
辻
」
と
呼
び
、
こ
の
辻
に
、

【写真２】庚申塔③

　　　　 享保 10 年（1725）

【写真３】庚申塔②

　　　　 享保７年（1722）


